
琵琶湖流域下水道高島浄化センターコンポスト化事業 様式第1-2号

日本下水道事業団　西日本本部長　細川　顕仁　様

　質疑数合計 21 問

質疑

No. 頁 大項目 中項目 小項目 細目 回答

例
1

(半角)
第１章
(全角)

1-1
(半角)

1-1-3
(半角)

(1)
(半角)

1 7 第１章 1-3 1-3-4 (1)

ご理解の通りです。
ただし、実施設計・建設工事の工期内に
特別目的会社が登録の事務に係る手続き
を希望する場合は、県と協議下さい。

2 7 第１章 1-3 1-3-5 (1)

計画造成レベルはTP＋88.000です。

3 15 第１章 1-4 1-4-2

ご意見として承ります。
脱水汚泥の質については、要求水準書
P66　別紙－3　リスク分担表No46の通り
です。

4 15 第１章 1-4 1-4-2

ご意見として承ります。
原因により対応が異なる為、特定の項目
による記載はしておりません。
要求水準書P66　別紙－3　リスク分担表
No46の通りです。

5 15 第１章 1-4 1-4-3

平均値の範囲は設定していません。
過年度(2018,2019年度)の変動幅は、要
求水準書P52、別紙1-2を参照ください。

6 16 第１章 1-5 1-5-1

1月あたり約2tです。ただし、通常運用
機に故障が発生した場合は最大10ｔ/日
程度となります。

7 16 第１章 1-5 1-5-1

検討します。

8 16 第１章 1-5 1-5-1
資料１参照ください。

9 16 第１章 1-5 1-5-1
要求水準書P25に記載の通り可能です。

計画下水汚泥量と汚泥性状

下水汚泥は、性状を問わず全量受入ることとあります。1-4-3　処理能力には含水
率78％とあります。含水率が著しく変わると処理だけでなく、コンポスト製品に
も影響を与えるため、受入基準を含水率78％とし、著しく性状が変化した際に
は、協議する、と変えていただけますようお願い申し上げます

計画下水汚泥量と汚泥性状

受入れ後に汚泥又は副生成物を産業廃棄物処分とする必要が発生した場合、～特
別目的会社が費用負担するとあります。下水汚泥の性状（含水率78％）が変化す
る事で処理に影響を与えますので、含水率が悪化し、産業廃棄物処分の必要が発
生した際には、産業廃棄物処理費用は協議する、と変えていただけますようお願
い申し上げます

下水汚泥
ベルトプレス脱水機の月１回程度の管理運手時にケーキホッパより天蓋車にて運
搬とありますが、想定される脱水ケーキ量はどのぐらいでしょうか

下水汚泥
特別目的会社が手配する天蓋車より運搬とありますが、下水汚泥を受け取る場所
の寸法・構造等をご提示願います

処理能力 平均値とありますが範囲の想定はありますか

下水汚泥
ケーキホッパからの下水汚泥は既存のトラックスケールで計量する事は可能で
しょうか

要求水準書(案)に関する質疑　回答

業務範囲
肥料登録は特別目的会社の業務範囲であり、落札者の業務範囲である実施設計・
建設工事の事業期間内に含まれないと考えてよろしいでしょうか。

事業用地の確保
事業用地について、本工事とは別途で造成され、造成後に引き渡されるのでしょ
うか。その場合、計画造成レベルをご教示ください。
また、現況引き渡しの場合、現況の地盤高をご教示ください。

項　目　名 質疑の内容

文言記入 （1頁 第１章　1-1-3(1)に関する質疑の番号例）

下水汚泥

ベルトプレス脱水機の月１回程度の管理運手時にケーキホッパより特別目的会社
が手配する天蓋車にて運搬とありますが、月１回程度の運搬であれば天蓋車の指
定ではなく、「ケーキホッパより臭気対策を施して運搬する事」と変更していた
だけませんでしょうか
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質疑

No. 頁 大項目 中項目 小項目 細目 回答

要求水準書(案)に関する質疑　回答

項　目　名 質疑の内容

10 32 第２章 2-2 2-2-4 (1)
資料２参照ください。

11 36 第２章 2-3 2-3-2 (1)
ご理解の通りです。

12 36 第２章 2-3 2-3-2 (2)
ご理解の通りです。

13 40 第３章 3-1 3-1-5 (3)
資料３参照ください。

14 40 第３章 3-1 3-1-5 (3)
資料４参照ください。

15 40 第３章 3-1 3-1-5 (3)
資料３参照ください。

16 40 第３章 3-1 3-1-6 -

前段の質意については、ご理解の通り、
現時点で採用技術が決定していませんの
で具体的な資格は記載しておりません。

『有機性廃棄物資源化施設技術管理士』
については、廃掃法に該当する施設では
必須にはなりますが、今回のコンポスト
化事業では、下水処理場内に設置される
ため廃掃法の施設には該当しないと思わ
れますので必須とはいたしません。

17 43 第３章 3-2 3-2-1 (11)
必須とは致しません。

18 45 第３章 3-2 3-2-3 -

ご理解の通りです。
有効成分についてはとくに定めることは
想定していません。

19 42 第３章 3-2 3-2-1 (5)

責任分解点を基準とし、本事業に係る施
設を対象とします。
また、場内道路の路面サイン、看板等も
含みます。

20 50 第４章 4-1
可能です。

②適正な使用の指導、助言をするにあたり、適正な有資格者の配置は必要か。

性能試験の期間については、性能試験計画書において落札者が定め、事業団の確
認を受けた上で性能試験を実施するものと考えてよろしいでしょうか。

有資格者の配置等

試運転

修繕の規模や内容について、どこまでの範囲がSPCの修繕業務になりますか

臭気 参考として現状でのコンポスト設備建設予定地の臭気測定結果をご提示願います

臭気 参考として第2汚泥処理棟生物脱臭機出口の臭気濃度等をご提示願います

臭気

修繕に関する業務

コンポスト施設建設予定地周辺（生物処理側、汚泥処理棟側他）の臭気強度、臭
気指数をご提示願います

コンポストの売買
コンポストの計量を既存のトラックスケール（別紙―5　第１汚泥処理棟横）を使
用する事は可能でしょうか

コンポストの品質管理

コンポストは「肥料の品質の確保等に関する法律」に基づく普通肥料として公共
規格を満たすものとあるが、この場合、農林水産省告示第2126号「肥料取締法に
基づき普通肥料の公定規格を定める等の件」で定められる「下水汚泥肥料」の
「含有を許される有害成分の最大量」と「その他制限事項」を満たすもので良い
のか。また、有効成分についてはとくに定めていないのか。

具体的に必要な資格などの記載がないが、設計および施設設備が未定のためか。
また、この場合でも、下水汚泥を堆肥化する施設であるので、『有機性廃棄物資
源化施設技術管理士』は必要か。

コンポスト販売運営に関する業務

試運転の期間については、試運転計画書において落札者が定め、事業団の確認を
受けた上で試運転を実施するものと考えてよろしいでしょうか。

性能試験

場内道路 高島浄化センター既設道路の舗装構成をご教示ください。
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項　目　名 質疑の内容

21 57 別紙－２ 別紙-2-1

ご理解の通りです。
別途工事発注にて地盤改良を行う予定で
す。地盤改良の目的は、現状、池として
利用されている範囲については、軟弱地
盤として考え、池底30cm程度を地盤改良
し、その上を埋め戻しして造成する予定
です。

責任分解点全体図
事業用地に示されている地盤改良予定範囲は、本工事とは別途実施されるものと
考えてよろしいでしょうか。また、地盤改良の目的や内容についてご教示くださ
い。
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